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　この頃。。。。。人と人との会話の
大切さを感じる。
ご近所さんとの会話、「おはようご
ざいます。」「こんにちは。」「こんば
んは。」の挨拶がない！
隣にどんな方が住んでいるかもわか

らない？かたもいる！
食事での会話、「今日ねぇ～」「美味しいねぇ～」「楽しいねぇ～」
のコミュニケーションがない！
コロナ禍からの制限や核家族化で仕事仲間や家族揃っての食事
ができてない？
～寂しい！～
　あと、昔と比べて『縁』（出会い）が薄くなってきた。
　昔は道が分からないと「どう行けば？」と人に道を尋ね、美
味しいお店が分からなければ「良いお店はありませんか？」と
人に店を聞き、「ありがとうございます。」と感謝を人に伝える。
　今では携帯アプリで調べれば、答えをサクッと調べ、教えて

くれる。
～他人と接することが減った！～
　言いたいことを文字にすればメールやLINEで伝えられるし、
WEBでモニター越しでも話は出来る。
けど！その会話は『心の距離』が開いてきている。
～感情が伝わらない！～
　漸く、マスクをして互いに対面して話をする機会ができるよ
うになってきた。
顔を合わせ、目を見て、お互いが、「どげなふぅ～？」「元気？」「久
しぶり～？」などと息（声）を掛け合うことができるようになっ
てきた。
　『息が合う』という言葉があるが、人と人が互いに対面し
あって、お互いの息を掛け合うから『息が合う』のだそうだ。
　私たちは『息が合う』『息を合わせる』ということを大切に
しなければならない。心掛けねばならない。
　まだまだ、マスクを外しての息の掛け合いは難しい状況だが、
『心の息だけは掛け合う』ことを忘れないようにしたい。

　連合福岡において地域を構成する７つの地域協議会で総会が
開催されました。
　この１年の活動はコロナ禍において日常を取り戻してきてい
る中で、「地域に顔の見える運動」を各地域協議会役員が新た
なスタイルを模索し、取り組みました。
　２年任期の後半戦である2023年度も、働く者の必ずそばに
いる存在として地域での世話役活動を推進していきます。

福岡地域協議会

開 催：11月16日（水）
議 長：石堂　高大
　　　　　  （電力総連）

第29回定期総会

北筑後地域協議会

開 催：11月22日（火）
議 長：中村　英俊
　　　　　　  （自治労）

第29回定期総会

遠賀川地域協議会

開 催：11月24日（木）
議 長：熊本　和正
　　　　  （福岡県教協）

第29回定期総会

京築・田川地域協議会

開 催：11月18日（金）
議 長：佐島　和孝 ※新任
　　　　 （UAゼンセン）

第29回定期総会

筑紫・朝倉地域協議会

開 催：11月18日（金）
議 長：小西　　晋
　　　　　　  （自治労）

第33回定期大会

南筑後地域協議会

開 催：11月18日（金）
議 長：髙橋　　誠
　　　　　　　  （JAM）

第29回定期総会

北九州地域協議会

開 催：11月18日（金）
議 長：清田　博巳
　　　　　  （私鉄総連）

第23回地協委員会

後半年度に向け
た

新たな決意を
誓い合う！

各地域協議会で総会開催各地域協議会で総会開催各地域協議会で総会開催
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　第２部の女性委員会活動報告会では、吉田春菜委員長より、今後の活動について２点にふれて挨拶をしまし
た。「１点目は『女性委員会の更なる充実』として毎月の幹事会で政治関係や政策要求について議論するな
ど、女性委員会に参加しているからこそ学べることを更に増やしていきたい。２点目は『組織体制の整備につ
いて』女性委員会に選出される方の基準やルールを明確にし、参加される人が責任を持って活動に打ち込める
環境の整備が必要であり、活動報告会のあり方も議論していく必要がある」と述べられました。

女性委員会　吉田委員長

�ジェンダー平等をはじめとして、一人ひとりが尊重された、 
「真の多様性」が根付く職場・社会の実現
�政策実現に向けた政治活動の推進
�連合と関係する組織との相乗効果を発揮し得る人財の確保・ 
育成と労働教育の推進
�連合男女平等参画推進計画を実行する取り組み

女性委員会　2022年度活動方針 概要

参加者のみなさん

連合福岡 ユースター委員会総会
� および女性委員会活動報告会合同開催！

　両委員会のすべての提案は満場一致で承認され、ユースター委員会の渡邉委員長による「団結がんばろう」
で閉会されました。

連合福岡 ユースター委員会 2023年度役員体制
役職 名前 産別 役職 名前 産別
委員長 渡 邉　景 太 ＪＡＭ 幹　事 牧　 　康 陽 ＪＲ連合

副委員長 柴 田　浩 平 私鉄総連 幹　事 駒 澤　 　力 ＵＡゼンセン

事務局長 藤　 　秀 也 ＪＰ労組 幹　事 秋 山　尚 輝 自動車総連

事務局次長 増 永　龍 信 情報労連 幹　事 乙 丸　太 佑 自治労

幹　事 大久保 遥香 福岡県教協 幹　事 福 田　拓 未 電力総連

幹　事 東　 　翔 太 基幹労連 幹　事 池 田　健 太 電機連合

幹　事 小田原 敦志 全労金

連合福岡 女性委員会 2023年度役員体制
役職 名前 産別 役職 名前 産別

委員長 吉 田　春 菜 ＪＲ連合 幹　事 市 来　　愛 情報労連

副委員長 太田 みゆき ＵＡゼンセン 幹　事 黒 木　純 子 私鉄総連

事務局長 選　任　中 幹　事 福永 小百合 福岡県教協

幹　事 小 林　美 香 電機連合 幹　事 アンスコム飯野 愛 全労金

幹　事 竹添 和佳奈 電力総連 幹　事 寺 山　早 苗 連合福岡
ユニオン

ユースター委員会　渡邉委員長

　連合福岡ユースター委員会と女性委員会は11月26日（土）福岡東映ホテルで、第33回ユースター委員会総
会および第９回女性委員会活動報告会を合同開催し、61名に参加いただきました。
　第１部のユースター委員会の総会において、渡邉景太委員長は冒頭であいさつをし、「ユースター委員会
は、『４つの柱』をもとに活動している。活動に参加してくださる方に楽しんでもらえるか、学んでいただけ
るかを考え、活動の中に落とし込み、様々な計画を立て、活動を身近に感じていただくことを大切にした
い。」と述べられました。

　下記を活動の４つの柱として青年運動を進めて行く。

１ �交流と平和を考える
活動

２ �国際的な視野を持った
次世代リーダーの育成

３ �政治への関心を高める
活動

４ �ダイバーシティ社会の
実現に向けた活動

ユースター委員会 2023年度活動方針 概要

ユースター委員会・女性委員会の連携を深め、さらなる活動を！ユースター委員会・女性委員会の連携を深め、さらなる活動を！
連合福岡 ユースター委員会総会
� および女性委員会活動報告会合同開催！
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『くらしをま
もり、未来をつくる。』『くらしをま
もり、未来をつくる。』

　連合は2022年12月１日の第89回中央委員会において、「2023春季生活闘争方針」を決定しました。その中で確認さ
れた主な内容は以下のとおりです。今後、この本部方針に基づき、連合福岡2023春季生活闘争方針を策定していきます。

2023春季生活闘争方針が決定！2023春季生活闘争方針が決定！

※方針の各項目はすべて抜粋しています。全文は、連合福岡のホームページで公開しています。

■ 2023春季生活闘争の取り組み内容 ■
 賃金要求について（賃金要求指標パッケージ）

底上げ

各産業の「底上げ」「底支え」「格差是正」の取り組み強化を促
す観点とすべての働く人の生活を持続的に維持・向上させる転
換点とするマクロの観点から、賃上げ分を３％程度、定昇相当
分（賃金カーブ維持相当分）を含む賃上げを５％程度とする。

規模間格差是正 雇用形態間格差是正

格 

差 

是 

正

目標
水準

35歳：290,000円
30歳：261,000円

・昇給ルールを導入する。
・�昇給ルールを導入する場合は、勤続
年数で賃金カーブを描くこととする。
・�水準については、「勤続17年相当で時
給1,750円・月給288,500円以上」とな
る制度設計をめざす

最低
到達
水準

35歳：266,250円
30歳：243,750円
企業内最低賃金協定
　　　　1,150円以上

企業内最低賃金協定 1,150円以上

底支え
・企業内のすべての労働者を対象に協定を締結する。
・�締結水準は、生活を賄う観点と初職に就く際の観点を重視
し、「時給1,150円以上」をめざす。

■ 2023春季生活闘争取り組みに向けた基盤整備 ■
 サプライチェーン全体で生み出した付加価値の適正分配
　企業規模間格差是正を進めるためには、サプライチェー
ン全体で生み出した付加価値の適正分配や適切な価格転嫁
によるサプライチェーン全体でのコスト負担が必須であ
る。産業の特性に合わせ、働き方も含めた「取引の適正
化」を確実に進める。労働組合の立場からも「パートナー
シップ構築宣言」のさらなる拡大に取り組む。

■ 2023春季生活闘争の意義と基本スタンス ■
� 「未来づくり春闘」でデフレマインドを断ち切り、ステー
ジを変えよう
　国内外情勢（グローバルサプライチェ－ンのほころび、
人口減少の長期トレンド、ＧＸへの対応など産業構造の変
化など）が変化する中で、将来を見据えた成長基盤を確
立・強化することも喫緊の課題である。経済の後追いでは
なく、経済・社会の原動力となる「人への投資」をより一
層積極的に行うとともに、国内投資の促進とサプライ
チェーン全体を視野に入れた産業基盤強化などにより、日
本全体の生産性を引き上げ、成長と分配の好循環を持続
的・安定的に回していく必要がある。
　今次闘争では「未来づくり春闘」を深化させ、国・地
方・産業・企業の各レベルでこうした問題意識の共有化に
努め、ステージを変える転換点とする必要がある。

 �「働くことを軸とする安心社会」に向け、格差是正と分配
構造の転換に取り組もう
　いまこそ、バブル経済崩壊以降積み重なってきた、不安
定雇用の拡大と中間層の収縮、貧困や格差の拡大など分配
のゆがみを是正し、労働者・株主・取引先・社会などに対
して責任ある企業行動を促し、これまでの分配構造を変え
ていかなければならない。
　誰もが安心・安全に働くことができ、個々人のニーズに
あった多様な働き方ができるように、引き続き、長時間労
働是正、有期・短時間・契約等労働者の雇用安定など、働
き方の改善に取り組む必要がある。
　こうした点を踏まえ、①賃上げ、②働き方の改善、③政
策・制度実現の取り組みを柱とする総合生活改善闘争の枠
組みのもと、産業状況の違いを理解しあいながら、中期的
視点を持って「人への投資」と月例賃金の改善に全力を尽
くす。

 「みんなの春闘」を展開し、集団的労使関係を広げていこう
　春季生活闘争は、労働組合の存在意義をアピールできる
場でもある。組織化と連動し、集団的労使関係を社会に広
げていく機会とする。すべての働く仲間を視野に入れ、産
業構造の変化をはじめとする社会的課題を解決していくに
は、企業労使間の交渉のみならず、国・地域・産業レベル
での政労使の対話が不可欠である。あらゆる機会を通じて
対話を重ね相互理解を深めていく。

先行組合回答ゾーン
３月13日（月）～17日（金）

※ヤマ場
３月14日（火）～16日（木）

３月月内決着集中回答ゾーン
３月20日（月）～31日（金）回答ゾーン

■ 闘争の進め方 ■
�「賃上げ実現・くらし支援　あしたを変える連合緊急アク
ション」と連動して「みんなの春闘」を展開し、すべての
働く仲間に春季生活闘争のメカニズムや2023闘争の意義
を発信する。フリーランス、「曖昧な雇用」で働く人を含
め多様な働く仲間の悩みを聴き、社会的な広がりを意識し
た取り組みを展開する。集会等の持ち方や「2023連合ア
クション」および労働相談活動との連動を工夫するととも
に、「連合プラットフォーム（愛称：笑顔と元気のプラッ
トフォーム）」の活用を進める。
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「れんごうふくおか」は再生紙を使用しております。

※�申し込み、問い合わせは、最寄りの地域協議会・
労福協（地域労福協）に電話で予約して下さい。
　　　10時〜17時（土日祝日を除く）

エ リ ア １ 月 ２ 月 エ リ ア １ 月 ２ 月

福　　　岡
10日(火) 14日(火)

遠　賀　川 27日(金) 17日(金)
24日(火) 28日(火)

筑紫・朝倉 17日(火) 7日(火) 北　九　州 18日(水) 15日(水)
北　筑　後 17日(火) 21日(火) 京築・田川 11日(水) 1日(水)
南　筑　後 11日(水) 8日(水)

SCHEDULE
１月18日　連合福岡2023春季生活闘争セミナー
　　　　　�「第20回統一地方選挙」取り組み説明会＆

WEB決起集会
　　25日　第15回　四役会議（政治センター委員会）
　　28日　日出生台シンポジウム
　　30日　第17回　執行委員会
２月４日　中小・地場労組活性化学習会
　　５日　北九州市長選挙　投開票日
　　10〜14日　�連合九州ブロック連絡会　九州一周

キャラバン（福岡エリア）
　　22日　第16回　四役会議（政治センター委員会）
　　27日　第18回　執行委員会

　連合福岡は11月29日（火）、福岡市内で第15回執行委員会を
開催しました。
　これまで４期16年、北九州市長として連合福岡や連合福岡・
北九州地域協議会と連携し、市政を牽引されてきた北橋健治氏の
後継として、「つもり洋介」氏を、北九州市長選挙における推
薦候補予定者として決定しました。

昭和62年３月	 北九州市立南丘小学校 卒業
平成２年３月	 福岡教育大学附属小倉中学校 卒業
平成５年３月	 青雲高校 卒業（長崎県）
平成11年３月	 東京大学 法学部 卒業
平成11年４月	 旧建設省（現国土交通省）入省
平成19年４月	 環境省 出向（環境基本計画 等）
平成20年４月	 �海上保安庁 出向（海上交通安全法

等改正 等）
平成22年４月	 �熊本県庁 出向（くまモン、川辺川

ダム 等）

平成26年９月	 国土交通副大臣
秘書官

令和元年７月	 �国交省九州地方整備局
建政部長
（�まちづくり・すまいづ
 くり・担い手確保 等）

令和４年７月	 �内閣府 参事官
（民間資金等活用事業推進室 等）

令和４年10月	 �（�北九州市での新たなチャレンジに
向けて）国土交通省を退職

つもり洋介
ホームページ

QRコード

つもり洋介 氏（47歳）　略歴
昭和50年２月18日　北九州市生まれ

北九州市長選挙 候補予定者北九州市長選挙 候補予定者

政策協定書を交わした藤田会長とつもり氏

　連合福岡は、「つもり洋介」氏との政策協定にあたり「北橋市政の継承や働く者・ 
生活者の政策実現」などへの意思を確認したうえで、政策協定を締結しました。
　推薦決定にあたり藤田会長は「北九州のために、北橋市政の継承者として、働く
者・生活者視点で暮らし満足度日本一にむけた政策を掲げる、つもり洋介さんを、
全力で支援していく」と述べました。
　皆様のご支援ご協力をよろしくお願いします。

オール北九州力で北橋市政の継承へ
オール北九州力で北橋市政の継承へ
オール北九州力で北橋市政の継承へ

告示日 １ 月22日㈰
投票日 ２ 月 ５ 日㈰

つもり洋介氏を

推薦決定！
つもり洋介氏を

推薦決定！
つもり洋介氏を

推薦決定！


